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Ⅱ	論文要約	














































































	 本研究のピア・ラーニングの実践校は、筆者の勤務校である山形県の S 高校である。





	 本研究で実践の対象とするのは、S 高校の JSL 生徒 A と JSL 生徒 R の在籍クラスで
ある。Aと Rはともに入学後から卒業まで 3年間、校内で日本語指導を受けた生徒であ




第 5 章	 【「実践①」】ピア・レスポンスによる「投書」作成	
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	 第 5章の「実践①」は筆者が初めて意識的かつ計画的に実施したピア・ラーニングで

























第 6 章	 【「実践②」】ピア・リーディングによる漢詩の読解	
	 第 6章の「実践②」は、「実践①」の翌年に実施したピア・リーディング実践である。




































第 7 章	 【「実践③」】ピア・レスポンスによる「投書」作成	




























































































	 最後に、本研究の実践校と近似の JSL 生徒在籍校を想定し、多文化教育を目指すピ
ア・ラーニングの授業デザインの視点を提案した。学校現場で参照しやすいように、学
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習指導案の項目を参考にし、（1）【実践の目的】、（2）【実践の対象】、（3）【ピア・ラー
ニングの学習目標】、（4）【ピア・ラーニングの学習活動】、（5）【評価の観点】、（6）【留
意点】の 6項目（1）〜（6）について提案を行った。また本実践の状況、研究課題の考
察等をふまえ、提案の理由や根拠、関連する本実践の具体例等について述べた。 
	 以上、本研究の考察と提案は、これまでの年少日本語教育および学校教育に新たな視
点をもたらすと考える。教育実践の中に多文化教育の理念を取り入れることによって、
教師がそれまで無意識にもっていた自身の教育観に自覚的になり、教育観の組み直しに
つながる可能性がある。これまで JSL生徒がクラスの中で「支援される存在」であった
のは、それまでの教育のシステム、教師の教育観、授業や学習活動が JSL生徒を「支援
される存在」として固定化していたのであり、教育観の転換や授業デザインの工夫によ
って JSL生徒は様々な力を発揮し、日本人生徒との関係性の再構築がなされると考える。 
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